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 参加者・池田博明，板倉泰弘，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，宮下直．  
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       ［前略（池田）］ 
☆Christensen，T .E. & Goist，K . C . 1979. Costs and benefits of male- male competition 

in the orb weaving spiders，Nephila clavipes. Behav . Ecol. Sociobiol . 5 ；87- 92 . 報告者・

宮下直.  
 メスが成体になる 1 ケ月前からオスはメスの網に侵入している．オスのサイズと網での位置

を調べたところ，大きいオスが中心近くにいて（hub male），小さいオスは縁にいる（peripheral 
male ）．plucking してのオス同士の闘争がある．この時，脚が欠けることがある．交尾にして

も hub male が優先で，メスのおこぼれ餌にもありつける．縁オスは交尾を試みるが成功しな

い（交尾成功数は中央オスでは 8／8，つまり 8 頭中 8 頭．縁オスでは 1／13）．hub male の cost
は特にないようだ．メスはときにオスを捕食するが，危険度は中央も縁も差がない（メスに食

われたオスの数は中央オスでは 4／堯，縁オスでは 5／13）．［「堯」は読みとりミスによる．原

著に当る必要がある（池田）］ 
〔コメント〕今年，ジョロウグモで観察していた事柄とほとんど同じ観察を著者たちがしてい

た．一般に動物のオスではふたつの戦略が知られている．スニーカーという，かすめて交尾す

る戦略と hub male のような戦略が．しかし，ジョロウグモの交尾システムはオスにとって不

平等のようだ〔宮下〕．縁オスを中央オスと入れ換えても 5～10 分後には闘争せずにもとに戻っ

てしまう例がある．大きなオスの網の振動は大きいからだろうか．撹乱してもオス同士の闘争

は見られない．密度の低い所と高い所では異なるかもしれないが〔宮下〕．イソウロウグモでは，

いったん宿主の網に入れてやっても，外へ出ることも多い．外へ出て糸を付けてから入ってく

る．侵入の様子を見るのならば，ワク糸に入れた方がよい〔新海〕． 
 ☆Vollarth，F. 1980. Male body size and fitness in the web -building spider，Nephila 
clavipes.  Z. Tierpsychol .，53，61-78 . 報告・宮下直.  
 ①マークしたオスが付近のメスにどの位入るかをテストした. 大きい方が首尾よくメスの網

に入ることができ，小さいオスは侵入に失敗していなくなってしまう． 
 ②不妊化の実験をした．オスに X 線をあてて実験している．2 番目に交尾した個体は受精率

は悪いがけっして効果が 0 ではない．palp の conductor が長いだけ，大きいオスの方がメスを

よく受精させられるのではないだろうか．寿命が同じならば大きい方のオスが利益があると考

えられる．交尾したオスは短命なので，最後の方になると小さいオスでも少しは交尾可能かも

しれない．また，生産力は小さいが小さいメスと交尾できるかもしれない． 
〔コメント〕今の時期（夏），1 メスあたりのオスの分布は均一分布である（だいたい 1 メス

に 1 オス）．つまりオスはデタラメに入っているのではなく，排他的〔宮下〕. 脱皮直後に処女

メスをオスが急襲する．季節的変動とオス・メスの関係まで追跡できると面白い. オスは脱皮途

中のメスの体の表面を palp で探る. メスが脱皮を終えて体を伸ばした瞬間にオスが来て挿入す

る。いつ親になったかを知る手がかりはなんだろうか〔新海〕.  


